
 

 

 

 

 

 

 

 9月に入っても暑い日が続きますがお変わりありませんか。今年は、連続猛暑日の記録更新や、台風や突然の

豪雨で交通機関に影響が出るなど、厳しかったですね。そのような中でも、 名古屋市内の社会的養護下に暮らす

子どもたちは、今後の進路に向け貴重な体験をしました。 

 

 

 

 

今回は台風の接近が心配されましたが、大きく天気が崩れることもありませんでした。市内の児童養護施設と自

立援助ホームから高校２年生が２８名参加しました。 

 

1日目午前 

 ヒルトン名古屋様のご協力により、ホテル内の見学や体験をさせ

ていただきました。 

最初は、４グループに分かれ館内ツアー＆職業体験アクティビテ

ィを行いました。レストランの調理部門や宿泊・客室部門など普段

はなかなか見ることができない場所まで見学させていただきまし

た。その後ベッドメイクやノンアルコールカクテルづくりを体験させ

ていただきました 

次に、トークセッションとしてホテルで働く 3人のチームメンバー

の皆様にこれまでの体験談などを語っていただきました。ホテルに

滞在しているお客様にどれだけ居心地よく過ごしてもらえるか工夫

しとても喜んでもらえたエピソードや、時にはお客様に怒られること

があっても、ホテル全体の協力でカバーし、その後も何度もホテルを喜んで利用されているお客様の話など、今後

仕事をする時に参考になる話をたくさんお聞きすることができました。 

 普段なかなか利用できない高級ホテルの快適な空間で、子どもたちは多くのことを学ぶことができました。将来、

就職先を選ぶときに、今回の体験を生かしていってほしいと思います。 

 

1日目午後 

 進路希望により、進学希望者は大学と専門学校の 2組に、就職希望者は事業所に行く組と経営者の方々から

の話を聞かせていただく組に分かれ、それぞれの場所で、施設見学や体験学習などを行いました。 

 まだ、卒業まで 1年半以上もあり、進路もはっきりと決めているわけではありません。今回の研修を通じて感じた

ことや学んだことを今後の進路選択に役立ててほしいと思います。 

 なお、この体験学習には、名古屋学芸大学様、三幸学園様、縁エキスパート様、ビジネス交流会「金シャチ BNI

チャプター」様にご協力いただきました。 

 

  午後の研修後は、昼神温泉の宿に泊まりました。おいしい夕食をお腹いっぱいいただいた後は、天候が良くな

いことが見こまれたため星空観察ツアーは取りやめ、今回の研修でご協力いただいた皆様へのお礼の手紙を書い

た後、宿でゆっくり過ごしました。 
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２日目午前 

 

 進学希望者は、学校生活を支えるうえでは欠かせない「奨学金制

度」について、就職希望者は、いろいろな業種の種類や特徴などに

ついて、施設職員が用意した資料で勉強しました。 

その後は、全員に共通することとして、施設を巣立った後の生活

に活用できる「社会制度・資源について」を勉強しました。 

今回の研修で学んだことを参考に、これから施設職員と話し合い

ながら進路を決めていってほしいと思います。 

 
                   

 

研修日程を終えた後は、飯田市にあるリンゴ農園でアップルパイづくりを楽

しみました。できあがったアップルパイはお土産として持って帰りました。  

帰路のバスの車中では、ビンゴゲームを楽しみながら帰ってきました。     

＊「金シャチ BNI チャプター」様には、ゲームの景品などに役立ててと、多額の

ご支援をいただきました。 

 

 

 

 

 

夏休みの職業体験を実施しました。この事業には、公益財団法人毎日新聞大阪社会

事業団の助成をいただいています。 

施設で生活する子どもたちに、早い時期から職業体験をさせ、将来の職業選択の幅

を広げるとともに就職後の離職を減らすことを目的として 1～３日の体験を行なってい

ます。今年は、中学生３６名と高校生１７名の合計５３名（延べ人数）の参加がありまし

た。 

１３の事業所様で体験が実施できました。他の７事業所様にも、受け入

れのご意向をいただきました。 

事前に体験先までの経路を下見などで確かめていましたが、電車の乗

り間違えで遠くの駅まで行ってしまい、施設職員に連絡し指示を受けなが

ら何とか体験先に到着できた子や、帰り道がわからなくなり事業所様にご

心配をかけたりする子など、ご迷惑をおかけした事例もありましたが、全体

としては一定の成果があったと思います。今後、事業の詳細は「職業体験

児童の感想文集」を作成して、事業所様や参加した子どもたち、施設、そ

の他関係機関に配布いたします。また、体験中の様子を事業所様に評価していただいたものを、参加した子どもた

ちや施設にフィードバックし今後の進路選択に役立てるようにしていきます。 

 

【新しく協力雇用主登録頂いた企業】 

（株)ピースメーカー 名古屋市内 警備業 車線規制、保安作業など 

寮完備の企業の方や、様々な職種において子ども・若者をご理解頂ける雇用主様を募集しています。 

夏休みの職業体験（第 10 回） 


